
 

   

令 和 ４ 年 ６ 月 ２ ４ 日 

【同時発表】：北海道大学 

インフラ管理のイノベーションを進めるため 
北大情報科学研究院と北海道開発局が連携協定を締結 

～インフラ管理の効率化への貢献に期待～ 
 
【概要】 

北海道大学大学院情報科学研究院と北海道開発局は、北海道開発分野における社会資本整備や維持
管理、防災対策等について、両者の連携による研究・技術開発や高度な専門的知識を有する人材の育
成を進め、インフラ管理の効率化などの地域課題を情報科学とインフラ管理という異分野の融合が生
み出すイノベーションによって解決し、北海道固有の地方創生を目指します。 

 
【協定締結に至った経緯】 

少子高齢化などの地域課題の解決や地方創生を背景に、５月３０日（月）に開催したインフラ管理
や防災をテーマとしたシンポジウム（別添 1 参照）において、登壇者である北海道大学・長谷山美紀
副学長（北海道大学大学院情報科学研究院長）と北海道開発局・橋本 幸局長が、北海道特有の課題
に対応するため、DX の推進や先端 AI 研究に取り組む情報科学とインフラ管理の連携を進めることで
合意し、今回の協定締結の運びになりました。 

 
【連携の内容】 

・道路標識など、万が一倒壊すると大きな被害をもたらす道路附属物の点検に AI やドローンを導入
し、点検の効率化や遠隔点検を可能にする研究を進めます（別添 2 参照）。 

・このほか、北海道大学大学院情報科学研究院が実施する研究プロジェクトへの北海道開発局の参画
や北海道開発に対する助言などの連携を進めます。 

 
調 印 式 

日 時 令和４年６月２４日（金）１１時～１１時３０分（受付１０時４５分から） 
場 所 北海道大学大学院情報科学研究院 11F 会議室（札幌市北区北１４条西９丁目） 
出席者 長谷山美紀（北海道大学副学長・大学院情報科学研究院長）、橋本 幸（北海道開発局長） 
取 材 取材を希望される場合は、当日１０時５０分までに直接会場までお越しください。 

 

 

お問い合わせ先 
国土交通省 北海道開発局  電話（代表）011-709-2311 

事業振興部 技術管理課 技術管理企画官 寺井 一弘（内線 5483） 
建設部   道路維持課 道路防災対策官 高山 博幸（内線 5389） 
 

北海道大学数理・データサイエンス教育研究センター 
     客員教授 中前 茂之（なかまえしげゆき） 

TEL 090-1200-4670 FAX 011-706-4401 メール s.nakamae@mdsc.hokudai.ac.jp 
URL https://www.mdsc.hokudai.ac.jp 
 

北海道開発局ホームページ https://www.hkd.mlit.go.jp/ 

 





北海道開発局の道路管理効率化への研究テーマ 別添２

【課題の分野と改善の方向性課題認識】
・道路附属物の現状把握、安全・円滑な国道機能と道路交通の確保、沿道や第三者への被害防止を図るため、道路附属物の効率
的な維持管理に必要な基礎資料を得ることを目的として、「道路付属物点検」が実施されているところ。

・多数存在する附属物を一つ一つ点検するというマンパワーが要求される業務特性に加え、損傷を評価・診断する知見や経験、
データの集約・管理と修繕の優先順位付けなどのデータ管理スキルを要する業務。担い手が減少する中、効率化や省力化が求め
られるが、そのためには、業務の各過程を丁寧に区分し、細やかに課題の抽出や改善の積み重ねが必要。令和2年の社会資本メ
ンテナンス戦略小委員会においても、取り組むべき項目の課題として、点検・補修等の維持管理情報に係るデータの記録・蓄
積・共有化が提起。

・具体的には、①高所作業、遠望目視・近接目視など現地調査の効率化、②損傷評価・診断に関する判断の均一性向上、③点検
結果データの集約や管理及び共通プラットフォーム構築、④修繕計画策定支援、⑤ドローンの活用や遠隔管理などが業務効率
化の観点として考えられる。このうち、特に②、③、⑤についてはデータサイエンスとの親和性が高いと考えられる。

道路附属物点検



【対応①：データ記録のプラットフォーム構築】
・開建ごと、あるいは業務ごとに異なるデータの記録を統一する共通プ
ラットフォームの構築を図る。

・具体には、GPSの位置情報、撮影データ、過年度の履歴、道路台帳
データ等を連動し、点検からデータベース管理、修繕計画の策定か
ら工事まで一気通貫のデータ管理と共有を実現。

・これにより、業務ごとの点検精度のばらつき防止と維持管理水準の
向上による業務の効率化を目指す。

北海道開発局の道路管理効率化への研究テーマ 別添２
【対応②：AIによる診断・評価の均一化や効率化】
・評価基準は統一であるものの、実際の評価は各業務の担当者に委ねられ
ており、必ずしも統一的な評価結果を得ることはなかなか難しく、こ
の結果に基づく修繕計画も開建や事務所の横断的比較は困難。

・過年度の点検結果を教師データとして、深層学習を行い、個別の点検
データをAIにより診断・評価。技術者の支援ツールを開発。

・診断作業の省力化と判断のばらつきをより少なくし、より効率的な点検
業務と修繕計画の策定を目指す。

・さらに、附属物の3次元モデル上にデータ管理を行い、よりリアルな評
価・診断や損傷傾向の分析、遠隔管理を志向。

共通プラットフォームによる点検
データの管理


